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当運用報告書に関するお問い合わせ先
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午前９時～午後５時　土、日、祝・休日は除きます。

＜952818＞

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上

げます。
さて、「日興ピムコ・ハイインカム・ソブリン・

ファンド毎月分配型（南アフリカランドコース）」は、
2022年１月17日に第151期の決算を行ないました。

当ファンドは、主として、米ドル建ての新興
国ソブリン債を主要投資対象とする投資信託証
券に投資を行ない、インカム収益の確保と信託
財産の成長をめざして運用を行なってまいりま
した。

ここに、当作成対象期間の運用経過等につい
てご報告申し上げます。

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお
願い申し上げます。

第151期末（2022年1月17日）
基 準 価 額 2,653円
純 資 産 総 額 557百万円

第146期～第151期
騰 落 率 △ 4.5％
分配金（税込み）合計 90円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計
算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要なものを記載した書面です。その他の内容につ
いては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、
下記の手順にて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記URLにアクセス ⇒ ファンド検索機能を利用して該
当ファンドのページを表示 ⇒ 運用報告書タブを選択 ⇒ 
該当する運用報告書をクリックしてPDFファイルを表示

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。

日興ピムコ・ハイインカム・ソブリン・ファンド 
毎月分配型（南アフリカランドコース）

追加型投信／海外／債券
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運用経過
作成期間中の基準価額等の推移 � （2021年7月16日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）
ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカランドヘッジ・円ベース）（左軸）
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第146期首： 2,869円
第151期末： 2,653円（既払分配金（税込み）：90円）
騰 落 率：△ 4.5％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額およびＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカランドヘッ

ジ・円ベース）は、作成期首（2021年７月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカランドヘッジ・円ベース）は当ファン

ドの参考指数です。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主として、米ドル建ての新興国ソブリン債を主要投資対象とする投資信託証券に投資

を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。また、投資先の
投資信託証券においては、原則として、ファンドの純資産相当額の米ドル売り、南アフリカランド買い
の為替取引を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。

＜値上がり要因＞
・組み入れていた新興国債券から利息収入を得たこと。

＜値下がり要因＞
・新興国債券のスプレッド（利回り格差）が拡大したこと。
・米国国債利回りが上昇（債券価格は下落）したこと。
・円高／南アフリカランド安が進行したこと。
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１万口当たりの費用明細 � （2021年7月16日～2022年1月17日）

項 目 第146期～第151期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 25 0.897 （a）�信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （13） （0.488） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （11） （0.392） 運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提
供などの対価

（ 受 託 会 社 ） （ 0） （0.017） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） そ の 他 費 用 1 0.052 （b）�その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （ 0） （0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ 印 刷 費 用 ） （ 1） （0.049） 印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用

合 計 26 0.949

作成期間の平均基準価額は、2,761円です。
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することと

しております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満

は四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。）

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した経費率（年率）は1.86％です。

経費率
1.86％

当ファンド
1.86％
当ファンド
1.86％

運用管理費用
（投信会社）
0.96％

運用管理費用
（投信会社）
0.96％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.10％

（単位：％）

経費率（①＋②） 1.86

①当ファンドの費用の比率 1.86

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 －

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移 � （2017年１月16日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）
ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカランドヘッジ・円ベース）（左軸）
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2017/1 2018/1 2019/1 2020/1 2021/1 2022/1

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額およびＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカランドヘッ

ジ・円ベース）は、2017年１月16日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2017年1月16日 2018年1月15日 2019年1月15日 2020年1月15日 2021年1月15日 2022年1月17日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 3,556 3,895 3,138 3,171 2,605 2,653
期間分配金合計（税込み） （円） － 360 360 360 345 180
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 20.9 △ 10.4 13.5 △ 5.3 8.6
ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・イン
デックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカ
ランドヘッジ・円ベース）騰落率

（％） － 20.6 △ 10.7 15.7 △ 3.7 8.1

純資産総額� （百万円） 1,874 1,515 1,029 933 679 557
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカランドヘッジ・円ベース）は当ファン

ドの参考指数です。
参考指数は投資対象資産の相場を説明する代表的な指数として記載しているものです。
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投資環境 � （2021年7月16日～2022年1月17日）

（新興国債券市況）
期間の初めは、良好な米国の雇用統計や原油などの資源価格が上昇したことを受けて新興国債券市場

は堅調な動きで始まりました。その後、新型コロナウイルスのデルタ株の世界的な感染拡大や中国の不
動産セクターの債務問題からリスク資産に対する懸念が強まり、投資家がリスク回避姿勢を強めたこと
から新興国債券市場は下落に転じました。さらに、期間末には、米国でテーパリング（量的緩和の縮小）
が開始され、高止まりするインフレに対し米国ＦＲＢ（連邦準備制度理事会）による金融引き締めが加
速するとの見方が高まり、米国金利上昇を背景とした新興国からの資本流出懸念などが材料視されたこ
と、新型コロナウイルスのオミクロン株の感染拡大が景気回復の重しとなるとの懸念が高まったことな
どを受けて、新興国債券市場は下落基調が続きました。期間を通じてみると、新興国債券市場は下落し
ました。

（国内短期金利市況）
無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.04％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコー

ル市場でもマイナス圏での取引が続き、－0.03％近辺で期間末を迎えました。
国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.11％近辺から、日銀による国債買入れの継

続などを受けてマイナス圏での推移が続き、－0.09％近辺で期間末を迎えました。

（為替市況）
期間中における主要通貨（対円）は、右記の推移となりました。

5

6

7

8

9

10

’22/11211109’21/8

円／南アフリカランドの推移
（円）
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当ファンドのポートフォリオ � （2021年7月16日～2022年1月17日）

（当ファンド）
当ファンドは、収益性を追求するため、「ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンド

Ⅱ 南アフリカランドクラス」受益証券を高位に組み入れ、「マネー・オープン・マザーファンド」受益
証券への投資を抑制しました。

（ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンドⅡ 南アフリカランドクラス）
新興国債券への投資に際しては、新型コロナウイルスのワクチン接種の進捗などを受けて新興国の景

気は持ち直すとみていたものの、ワクチン接種のペース、サービス・観光業の回復、各国の政策スタンス、
資源価格といった要因により国ごとに回復の速度が異なる点に鑑み、引き続き国別配分を重視しました。
具体的には、財政の立て直しや国家開発が進みつつあり、またＩＭＦ（国際通貨基金）によるサポート
も期待できるコートジボワールなどを積極姿勢としました。一方、アラブ首長国連邦やカタールなどの
中東諸国やフィリピン、マレーシアなどのアジア諸国については、利回り面での魅力が乏しいことなど
に鑑み、消極姿勢としました。

また、原則として、ファンドの純資産相当額の米ドル売り、南アフリカランド買いの為替取引を行な
いました。

（マネー・オープン・マザーファンド）
運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元

本の安全性を重視した運用を行ないました。
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当ファンドのベンチマークとの差異 � （2021年7月16日～2022年1月17日）
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率です。

基準価額と参考指数の対比（期別騰落率）

基準価額
ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカランドヘッジ・円ベース）

（％）

-8.0
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第146期
2021/8/16

第147期
2021/9/15

第148期
2021/10/15

第149期
2021/11/15

第150期
2021/12/15

第151期
2022/1/17

（注）基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。
（注）ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（南アフリカランドヘッジ・円ベース）は当ファン

ドの参考指数です。

分配金 � （2021年7月16日～2022年1月17日）
分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当し

なかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。
○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第146期 第147期 第148期 第149期 第150期 第151期

2021年７月16日～
2021年８月16日

2021年８月17日～
2021年９月15日

2021年９月16日～
2021年10月15日

2021年10月16日～
2021年11月15日

2021年11月16日～
2021年12月15日

2021年12月16日～
2022年１月17日

当期分配金 15 15 15 15 15 15
（対基準価額比率） 0.526％ 0.506％ 0.520％ 0.537％ 0.573％ 0.562％

当期の収益 14 15 14 14 14 15
当期の収益以外 0 － 0 0 0 －

翌期繰越分配対象額 487 491 491 491 490 493
（注）�対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

7

日興ピムコ・ハイインカム・ソブリン・ファンド毎月分配型（南アフリカランドコース） 

交付_90002_952818_20220117_三校_日興ピムコ・ハイインカム・ソブリン・ファンド毎月分配型（南アフリカランドコース)_900668.indd   7 2022/02/24   15:57:08



今後の運用方針

（当ファンド）
引き続き、「ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンドⅡ 南アフリカランドクラス」

受益証券を原則として高位に組み入れ、「マネー・オープン・マザーファンド」受益証券への投資を抑
制する方針です。

（ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンドⅡ 南アフリカランドクラス）
財政による景気の底上げ効果が剥落することなどから、2022年における先進国の実質ＧＤＰ（国内総

生産）成長率は4.0％と2021年から低下するものの、引き続き長期トレンドを上回る成長を辿ると予想
しています。足元で高止まりしているインフレ率は2022年前半にピークを迎え、国によりばらつきがあ
るものの年末までには概ね落ち着くとみています。かかる状況下、主要中央銀行による金融正常化に向
けた動きは継続し、2021年末に利上げした英国に次いで、カナダ、米国、オーストラリアなども利上げ
を開始するとみています。なお、景気見通しに対するリスク要因としては、新型コロナウイルス変異株
の拡散に伴なう生産・流通の停滞や、高水準でのインフレ継続、想定よりも早いペースでの金融引き締
めなどを想定しています。

エマージング諸国については、資源価格の回復や新型コロナウイルスのワクチン接種の進捗などの要
因により経済活動は2022年前半にコロナ危機前の水準に戻るとみているものの、インフレ率の上昇など
が足かせとなり、主要４ヵ国（ブラジル、ロシア、インド、メキシコ）の2022年における経済成長率は
昨年から大きく低下すると予想しています。エマージング諸国のインフレ率は当面中央銀行のターゲッ
トを上回る水準で推移し、引き続き金融引き締めが行なわれるとみています。また、一部の国における
政治的、地政学的な先行き不透明感といったリスク要因について注視する必要があると考えています。
かかる環境下、今後はより一層投資対象の選別が重要となります。具体的には、財政の立て直しや国家
開発が進みつつあり、またＩＭＦによるサポートも期待できるコートジボワールなどを積極姿勢としま
す。一方、フィリピンやマレーシアなどについては、利回り面での魅力が乏しいことなどに鑑み、消極
姿勢とします。

また、原則として、ファンドの純資産相当額の米ドル売り、南アフリカランド買いの為替取引を行な
います。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

（マネー・オープン・マザーファンド）
引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主要投資対象は原則として、

わが国の国債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール
ローンや金銭信託などに投資することもあります。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。
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お知らせ
2021年７月16日から2022年１月17日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 2009年７月10日から2024年１月15日までです。

運 用 方 針
投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人また
は外国投資法人の投資証券をいいます。）に投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用
を行ないます。

主要投資対象
「ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンドⅡ 南アフリカランドクラス」受益証券
「マネー・オープン・マザーファンド」受益証券
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。

運 用 方 法
主として、米ドル建ての新興国ソブリン債を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、インカム収益の
確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。投資先の投資信託証券においては、原則として、ファンド
の純資産相当額の米ドル売り、南アフリカランド買いの為替取引を行ないます。

分 配 方 針 第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なう
ことをめざします。
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（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2017年1月末～2021年12月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 56.3 42.1 59.8 62.7 5.4 11.4 19.3
最小値 △ 26.1 △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 4.0 △ 7.9 △ 9.4
平均値 11.5 10.6 16.8 13.9 0.1 3.3 4.0

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2017年１月から2021年12月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：東証株価指数（TOPIX、配当込）
先進国株：MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
指数について
●東証株価指数（TOPIX、配当込）は、東京証券取引所第一部に上場している国内普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。
なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、東京証券取引所に帰属します。●MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込、円ベース）は、
MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財
産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、
世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI 
Inc.に帰属します。●NOMURA-BPI国債は、野村證券株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村證券株式会社に帰属します。なお、野村
證券株式会社は、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、対象インデックスを用いて行われる日興アセットマネ
ジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。●FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income 
LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、当指数に関する著作権等の知的財
産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。●JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）は、
J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対象にした指数です。なお、当指数に関する著作権、知的財
産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに帰属します。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2022年1月17日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第151期末

％
ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンドⅡ 南アフリカランドクラス 98.4
マネー・オープン・マザーファンド 0.1

組入銘柄数 2銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

国内投資信託受益証券
98.4％

国内投資信託受益証券
98.4％

親投資信託受益証券
0.1％

その他
1.5％

○国別配分

バミューダ
98.4％
バミューダ
98.4％

日本
0.1％

その他
1.5％

○通貨別配分

円
98.5％
円

98.5％

その他
1.5％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）国内投資信託受益証券には外国籍（邦貨建）の受益証券を含めております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

純資産等

項 目 第146期末 第147期末 第148期末 第149期末 第150期末 第151期末
2021年8月16日 2021年9月15日 2021年10月15日 2021年11月15日 2021年12月15日 2022年1月17日

純 資 産 総 額 660,401,170円 680,366,307円 660,795,854円 626,235,092円 549,265,899円 557,928,499円
受 益 権 総 口 数 2,328,707,043口 2,308,696,199口 2,301,814,523口 2,254,802,943口 2,112,013,223口 2,103,319,589口
1万口当たり基準価額 2,836円 2,947円 2,871円 2,777円 2,601円 2,653円

（注）当作成期間（第146期～第151期）中における追加設定元本額は128,008,819円、同解約元本額は378,003,919円です。

ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンドⅡ 南アフリカランドクラス

（円）

1,000
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3,000

4,000

5,000

6,000

2020/8/1 2020/10/1 2020/12/1 2021/2/1 2021/4/1

（2020年6月1日～2021年5月31日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2020年6月1日～2021年5月31日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2021年5月31日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ U.S. Treasury Bonds 2.375% due 08/15/2024 米国財務省債務証券 アメリカドル 米国 4.5
2 Eskom Holdings SOC Ltd. 4.663% due 07/07/2021 バンクローン債務 アメリカドル 南アフリカ 1.7
3 South Africa Government International Bond 10.500% due 12/21/2026 ソブリン債 南アフリカランド 南アフリカ 1.6
4 U.S. Treasury Bonds 2.375% due 05/15/2029 米国財務省債務証券 アメリカドル 米国 1.3
5 SCF Capital Designated Activity Co. 5.375% due 06/16/2023 社債等 アメリカドル ロシア 1.2
6 Egypt Government International Bond 6.375% due 04/11/2031 ソブリン債 ユーロ エジプト 1.1
7 Pelabuhan Indonesia II PT 4.250% due 05/05/2025 社債等 アメリカドル インドネシア 0.9
8 Fannie Mae, TBA 3.500% due 07/01/2051 米国政府機関債 アメリカドル 米国 0.9
9 Egypt Government International Bond 4.750% due 04/16/2026 ソブリン債 ユーロ エジプト 0.9
10 Dominican Republic International Bond 6.400% due 06/05/2049 ソブリン債 アメリカドル ドミニカ共和国 0.9

組入銘柄数 420銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

ソブリン債
55.0％社債等

38.9％

米国財務省
債務証券
5.8％

バンクローン債務
2.7％

その他
3.7％

【国別配分】
米国 9.1％

南アフリカ
7.0％

ケイマン諸島
6.0％

メキシコ
3.4％
トルコ
3.4％

ウクライナ
3.3％

ナイジェリア 3.2％

その他
70.6％

【通貨別配分】

アメリカドル
95.1％

ユーロ
6.9％

その他
4.1％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
※組入上位10銘柄、資産別配分、国別配分、通貨別配分については、実質的な運用を行なっているＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンド（Ｍ）

の情報です。

90002_ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンドⅡ 南アフリカランドクラス_902645.indd   1 2022/02/24   15:52:34
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組入上位ファンドの概要

ＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンドⅡ 南アフリカランドクラス

（円）
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（2020年6月1日～2021年5月31日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2020年6月1日～2021年5月31日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2021年5月31日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ U.S. Treasury Bonds 2.375% due 08/15/2024 米国財務省債務証券 アメリカドル 米国 4.5
2 Eskom Holdings SOC Ltd. 4.663% due 07/07/2021 バンクローン債務 アメリカドル 南アフリカ 1.7
3 South Africa Government International Bond 10.500% due 12/21/2026 ソブリン債 南アフリカランド 南アフリカ 1.6
4 U.S. Treasury Bonds 2.375% due 05/15/2029 米国財務省債務証券 アメリカドル 米国 1.3
5 SCF Capital Designated Activity Co. 5.375% due 06/16/2023 社債等 アメリカドル ロシア 1.2
6 Egypt Government International Bond 6.375% due 04/11/2031 ソブリン債 ユーロ エジプト 1.1
7 Pelabuhan Indonesia II PT 4.250% due 05/05/2025 社債等 アメリカドル インドネシア 0.9
8 Fannie Mae, TBA 3.500% due 07/01/2051 米国政府機関債 アメリカドル 米国 0.9
9 Egypt Government International Bond 4.750% due 04/16/2026 ソブリン債 ユーロ エジプト 0.9
10 Dominican Republic International Bond 6.400% due 06/05/2049 ソブリン債 アメリカドル ドミニカ共和国 0.9

組入銘柄数 420銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

ソブリン債
55.0％社債等

38.9％

米国財務省
債務証券
5.8％

バンクローン債務
2.7％

その他
3.7％

【国別配分】
米国 9.1％

南アフリカ
7.0％

ケイマン諸島
6.0％

メキシコ
3.4％
トルコ
3.4％

ウクライナ
3.3％

ナイジェリア 3.2％

その他
70.6％

【通貨別配分】

アメリカドル
95.1％

ユーロ
6.9％

その他
4.1％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
※組入上位10銘柄、資産別配分、国別配分、通貨別配分については、実質的な運用を行なっているＰＩＭＣＯ エマージング・マーケット・ボンド・ファンド（Ｍ）

の情報です。
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17

日興・ＧＳ 世界ソブリン・ファンド（毎月分配型）

マネー・オープン・マザーファンド
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（円）

10,155

10,156

10,157

10,158

10,159

10,160

10,161

2021/2 2021/4 2021/6 2021/8 2021/10 2021/12

　2022年１月17日現在、有価証券等の組入れはございません。
組入資産の内容 （2022年１月17日現在）

（2021年１月16日～2022年１月17日）

※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。

（2021年１月16日～2022年１月17日）
　該当事項はございません。
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